
てコスト削減、運用の効率化、可用性の向上といったさまざ
まな観点から大きな効果が確認されている。
特に注目すべきは、アーキテクチャのシンプル化だ。例え

ば VMware環境では、vSphereをはじめ、DRやネット
ワークセキュリティ、自動化など、機能ごとに複数のコンポー
ネントが必要となる一方で、Nutanix Cloud Platformで
はこれらの機能が Prism Central内に統合されており、コ
ンポーネント数を大幅に削減できる。管理対象が減ることで、
運用負荷とコストの両面で改善が見込める。
ハイパーバイザーについても、Nutanix AHV Virtualization

は 2014年の誕生から 11年の実績を持ち、採用率も年々
増加しており、2025年以降もさらなる伸びが見込まれてい
る。「AHVは対応アプリケーションが少ないのでは」と懸
念する声も一部聞かれるが、実際には「Nutanix Ready 
AHV」認証には現在 1,200以上のアプリケーションが含ま
れており、バックアップ、ネットワーク&セキュリティ、VDI
などさまざまなカテゴリにて主要な製品が対応しており、さ
らに日々続 と々追加されている。

Nutanix Moveが実現する3つの強み  
シンプル・１クリック・最小ダウンタイム

Nutanix Cloud Platformが移行先として適しているもう1
つの理由には、同社の提供する無償の移行ツール「Nutanix 
Move」の有用性も大きい。同ツールは登場から7年以上が
経過し、1,000社以上で導入され、50万 VM以上の移行実
績を持つ。無償でありながらもNutanix Cloud Infrastructure
（NCI）と同様のサポートが提供される点も特徴だ。
同ツールの強みは3つある。１つはシンプルなオペレーショ

ITインフラ移行における課題  
複雑性とリスクが先延ばしの要因に

近年、業務のデジタル化や AI活用が進む中で、ITインフ
ラの刷新が急務となっている。一方で多くの企業はインフラ
移行のプロジェクトにおいて何らかの障壁に直面することも
多い。その 1つは移行の複雑性である。運用モデルの変更
や既存エコシステムとの統合、ライセンスの再設計など考慮
すべき要素は多岐にわたる。また、これは計画段階でも同
様であり、要件定義やテスト計画、関係者調整などプロジェ
クト管理の負荷が大きい。さらに、ダウンタイムへの不安も
少なくない。業務やシステムを停止するリスクや予期せぬト
ラブルへの懸念が移行に二の足を踏む要因になっている。
ほか、技術的負債の継承が障壁になることもある。すなわ

ち、旧環境のまま移行することで非効率な構成がそのまま残っ
てしまうリスクである。このようなインフラ移行は大規模環境
の場合にさらに困難になりがちであり、数百から数千の仮想
マシン（VM）を移行するにあたっては投入する時間やリソー
スも相応なものとなり、プロジェクトの成否を左右する。
こうした多岐にわたる課題が重なることで、インフラ刷新の
検討が先延ばしになってしまうケースが多く発生しているのだ。

このようなインフラ移行の課題を解消するソリューションと
して適しているのが Nutanix Cloud Platformである。実
際に IDCのレポートによれば、Nutanix環境への移行によっ
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複雑化する仮想化ITインフラを
Nutanix Move で安全かつ迅速に移行
50万VM超の実績が証明する、安全で迅速なITインフラ刷新手法
企業の ITインフラはクラウド化やコンテナ化、AI対応などの急速な進化に直面しており、柔軟性・拡張性・運用効
率の観点から刷新が求められている。特に VMware製品のライセンス変更を契機に、国内では ITインフラ移行の検
討が加速している。しかし、ダウンタイムへの不安や移行の複雑性が障壁となり、検討が先延ばしになるケースも多
い。本稿では、これらの課題を解決し、安全かつ迅速に ITインフラ刷新を実現する具体的なアプローチを紹介する。

運用コスト削減と可用性向上など  
多くのメリットが期待できる  
Nutanixプラットフォームへの移行



ンだ。Prism Centralのマーケットプレイスから簡単にデプ
ロイでき、マイグレーションプラン単位で複数並列に移行を
実行できる。2つ目が１クリックマイグレーションである。ア
プリケーションの再構成や設計変更は不要で、移行の中で
ソースとターゲットのネットワークマッピングを行うため、煩
雑な設定も必要ない。GUIまたは APIを介して移行を実行
できる柔軟性も備えている。3つ目が最小のダウンタイムだ。
Nutanix Moveはデータ移行とカットオーバーを個別に実
施することで、移行時のダウンタイムを短縮化するほか、カッ
トオーバー前にワークロードのテストも実施できるため、安
心して移行を進められる。

Nutanix Moveがこうした強みを実現できる理由は、そ
のアーキテクチャにある。MoveはNutanix環境にデプロイ
する仮想アプライアンスとして動作し、移行元と移行先の橋
渡し役となる。重要なのはエージェントレスで動作する点だ。
Moveは移行元のハイパーバイザーにAPI経由で接続して
VMの情報を取得する。移行元のOSやVM内に特別なエー
ジェントをインストールする必要はなく、移行に伴う複雑な手
間やリスクを劇的に削減できる点が特徴の１つとなっている。

大規模環境や複雑なシナリオにも対応

Moveは大規模環境にも対応している。1マイグレーショ
ンプランあたり最大 100VMまで登録でき、それ以上の場合
でも複数のマイグレーションプランの並列処理が可能だ。ま

た、複数のNutanix Moveアプライアンスの同時実行も可
能であり、この複数アプライアンスが必要になるケースとして
は、移行時間を短縮したい場合、ESXiとHyper-Vのよう
に複数のハイパーバイザーから同時に移行する場合、ネット
ワークが分離された複数環境の移行を行う場合などもある。
移行のベストプラクティスも確立されており、カットオーバー

は初回の事前転送から数週間以内に実施することなどが推奨
されている。セキュリティ要件でリモートアクセスなどが失敗
する企業も少なくない。その場合は、ユーザーアカウント制
御とWindowsリモート管理の設定変更を検討し、必要に応
じて自動から手動モードに切り替えることも重要だ。

ファイルサーバーやNSXのポリシー移行にも対応  
VM以外のワークロードもシームレスに刷新

Nutanix Moveはファイルサーバーの移行にも対応して
おり、SMB 2.0以上とNFS 3をサポートしている。FSVM
（Nutanix Files Storage環境作成時に生成されるファイ
ルサーバーのVM）が直接移行元からデータを取得するため、
プロキシマシンは不要だ。パフォーマンスも良好で、ACL
も維持される。
さらに、Nutanix Move 6.0では、NSXからFlow Network 

Securityへのポリシー移行機能も追加されている。これに
より、マイクロセグメンテーションなどのネットワークセキュ
リティポリシーも含めた包括的な移行が可能となった。

インフラ移行の不安を解消し、確実な刷新
を実現するには、実績あるツール、明確なメ
ソドロジー、そして手厚いサポート体制が不
可欠だ。Nutanix Moveは、これらを統合
的に提供することでビジネスを止めずに、安
全かつ迅速なインフラ刷新を可能にしている。
これまで 50万 VM超におよぶ移行実績を
誇っており、インフラ刷新において有効かつ
現実的な選択肢の 1つと言えるだろう。

2　複雑化する仮想化 ITインフラを Nutanix Move で安全かつ迅速に移行

すべての製品名、サービス名、会社名、ロゴは、各社の商標、または登録商標です。製品の仕様・性能は予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

Nutanix Japan 合同会社
E-mail：contact-jp@nutanix.com
https://www.nutanix.com/ja/contact-us

Nutanix Moveの特徴

シンプルなオペレーション
• Prismマーケットプレイスから簡単デプロイ
• マイグレーションプランごとの単⼀または複数移⾏
• ワンクリック移⾏切り替え

１クリックマイグレーション
• アプリケーションの再構築/再設計不要
• ソースとターゲットのネットワークを簡単にマッピング
• UIまたはAPI経由での移⾏

最⼩のダウンタイム
• データの同期を数⽇前または数週間前に完了
• カットオーバー前のワークロードテスト
• 迅速なワークロードの移⾏

Nutanix Cloud Platform

Nutanix Private 
Cloud

NC2 on 
Public Clouds

ESXi or
Hyper-V

AWS-native Azure-native

Nutanix Cloud Platform

File Shares 
SMB v2+ 
NFS v3.0

https://www.nutanix.com/ja/contact-us

